
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題 

（１）研究主題 

 「やればできる」の自信をもち主体的に学ぶ生徒の育成 

～考え、話し合い、学び合う学習をとおした「学力向上」への取組～ 

（２）研究主題設定の理由 

 「自分でもやればできる」という自信（自己効力感＝自分の能力を信じる
力）をもって、何事にもチャレンジして自分を大きくしていくことは、中学
生の時期に大変重要である。本校では、学校教育目標に『「やればできる」
の気迫をもち、主体的に自分を鍛える生徒』を掲げている。この目標を具現
化するためには、まずは、学ぶことに興味や関心をもたせ、各教科・領域の
基礎的・基本的な学習内容を確実に身に付けさせることが必要である。さ
らに、見通しをもって粘り強く取り組ませ、継続させることによって、主体
的な学びにつながると考える。そうすることによって生まれる「できる」
「分かる」という自信が、子どもの自主性に反映され、自ら進んで活動に取
り組む生徒を育てることになると考える。 

 以上のことから、本校の学校教育目標に掲げられている「やればできる」

とは、自信や自己効力感と捉え、考え、話し合い、学び合う学習をとおして、
主体的な学びを促進し、「確かな学力」を育成することを目指して、本研究
主題を設定した。 

（３）研究の仮説 

  仮説１ 全教科で「考え、話し合い、学び合う学習」を取り入れた「生徒が
主役」となる授業を展開することで、生徒の学習意欲が向上し、主
体的な学びが促進され、個々の思考力・判断力・表現力が高まり、
確かな学力が身に付くであろう。 

〈授業が変わる〉〈教師が変わる〉  

仮説２ 成功体験を積むことで、基礎学力の向上及び、「やればできる」の
気迫と自己効力感が養われ、主体的な学びが促進されるであろう。 

〈生徒が変わる〉  

２ 研究の実践 

（１）仮説１の「授業が変わる」手立て 

ア 指導案の改善 
① 学校研究主題との関わりの中で、研究主題の (1)「やればできる」の

自信 (2)主体的に学ぶ (3)考え、話し合い、学び合う学習 (4)学力
向上 を各教科ではどのように捉えているかを明記する。 

② 展開の指導上の留意点に、生徒指導の３つの機能（自己存在感・自己決
定・共感的理解）とアクティブ・ラーニングのポイントを明記する。 

「やればできる」の自信をもち主体的に学ぶ生徒の育成 

～考え、話し合い、学び合う学習をとおした「学力向上」への取組～ 
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イ 「新しい形の宿題」の導入 

授業と一体化した予習的な課題を導入する。「中位層の学力向上」、
「主体的な学びの促進」を目指し、学習への関心を高め、めあて・見通
しを容易にもたせる手立てとして有効であると考える。さらに、めあ
て・見通しが容易にもてることで、導入の時間を短縮し、学び合いの時
間を増やすことができる。 

ウ 「思考ツール」の導入 
生徒の思考のプロセスにおいて見えにくいものを、思考ツールを使

って見えるようにする。さらには、生徒の学習参加を促す。（例えば付
箋を書くことをきっかけに学習に参加できる。）本質は、生徒の考え、
話し合い、学び合いの様子を可視化していくことである。 

エ 「自己評価シート（授業）」の改善 
① 現状、各教科で行っている授業の自己評価（振り返り）に、校内の統一

ルールを設定する。 
② ４段階評価とする。 

（３または５段階では中央値が多くなってしまうため。） 
③ 「授業の内容についての質問」を記述させること

で、振り返りの充実と記述式の問題の練習を図る。 
オ 学習規律の徹底 
① 「“やればできる”ための授業規律５ヵ条」の授

業規律を職員全体で共通理解し、徹底を図る。 
② 学級委員会でチャイム着席キャンペーンを実施。 
カ すべての教科における研究授業の実施 
① すべての教科における研究授業を実施する。 
② 授業参観記録用紙を活用し、研究協議を行う。 

（２）仮説２の「生徒が変わる」手立て 

ア 「やればできるテスト」の年間を通じての実施 
① 目的 
・「やればできる」を具現化し、学習に対する前向きな心情を養う機会とす

る。 
・定期テストの間に実施することで、学習を習慣化させる。 
・学年、学級で取り組み、生徒指導的な面も含めて仲間とともに達成する行

事とする。 
・低学力層への学力保障の場とする。 
・保護者への情報提供と協力を依頼し、学校・家庭が一体となり学力向上に

努める。 
② 実施方法 
・年間各教科５回行う。（１学期２回、２学期２回、３学期１回） 

・１週間１教科とし、３週にわたって行う。（やれでき月間・やれでき週間） 
・プレテスト（火曜日）で不合格の生徒には、本番（金曜日）までに「補習・

宿題」を課す。 
・合格は 80％以上とし、全生徒が合格できるような取組みとする。 
・「学習のあゆみ（定期テスト個票）」にやれできの結果を記入する。 
イ 「自己評価シート（行事）（学期末）」の改善 

以前の行事の反省は、各学年や学級別に項目や形式を決めて実施して
いた。学校教育目標である「やればできる」という自己効力感を高める

授業参観記録用紙 
授業者【   】教科等【  】参観者【   】 

 
項目（内容）  

評価  
A･B･C 

導  
入  

課題の提示の仕方は適切か。  
授業の見通しを持たせているか。  

展  
開  

学習形態は効果的か。  
発問や説明は適切か。  
考えたり発表（活動）する時間を十分に確保しているか。  
生徒が見通しを持って取り組んでいるか。  
資料・プリント・教具など効果的に活用されているか。  

終  
末  

学習内容を振り返り、学習状況を把握したか。  
次時の予告や家庭学習につなげているか。  

環  
境  

授業規律を意識し、適切に保たれているか。  
生徒間などの人間関係は円滑に保たれているか。  

全  
体  

本時の目標を意識したか。  
導入・展開・終末等の進め方や時間配分は適切か。  

 

研究授業の観察の視点に係るポイント 
項目（内容）  

評価  
A･B･C 

研究授業の観察の視点（主体的・対話的で深い学び）  
(1) 教師と生徒、生徒同士との対話で、思考が広がり深まっ
ているか。 

 

(2) 生徒が多様な考えや考え方を導くことができる課題を
設定しているか。 

 

(3) 生徒の発言に対し、教師は切り返したり、問い直しをし
たりして、生徒によく考えさせていたか。 

 

(4) 自分の考えを文章等でまとめる活動を適切に取り入
れ、考えが変容したことを確認する場面があったか。 

 

研究協議のテーマにそった、意見や感想を記入して

ください。 

 

 
 



ために、工夫した評価シートを全校で統一して活用した。「学級目標や個

人目標の達成に向けて努力してきたことを振り返らせる。」「達成感を味
わわせるとともに、自己を見つめどんな点で成長することができたのか
を確認させる。」ことで自己効力感の涵養を図る。 
（例）「①今回努力したことやがんばったことは何か。②前と後で、気持
ちにどんな変化が起こったか。③どんな行動をとったら、やる前の不安
がなくなり達成することができたか。④自分自身を振り返ってどんなと
ころが成長したか。」の４項目を生徒に記入させ、担任が一人ずつ「褒め
る」コメントを記載した上で、掲示を行う。 

ウ 個別の補習 
 「やればできるテストの不合格者」及び希望者等を対象として、「各定
期テストの部活動停止期間の放課後」「長期休業日」などに実施している。
基本的には希望制であるが、招待状と称して生徒に参加を促す場合もあ

る。 
エ 家庭学習の啓発・推進 

①シラバス（学習の手引き）による説明 
各学級において、シラバス配布時に、家庭学習の

必要性を説明し、各教科で授業開始時に家庭学習の
内容の説明を行った。 
②家庭学習ノートの活用 
 各学級で「１日１ページ」を目標に家庭学習ノー
トを活用している。学級ごとに、生徒の取組に応
じ、シールで貼って掲示する
等工夫している。また、MVN
（Most Valuable Note：取組
がよい生徒のノート）を各学

級担任がチェックし、カラー
コピーをして、廊下の学年掲
示板に掲示する。さらに、取組
を多く行った生徒には賞状も授与している。 

オ ＩＣＴの活用 
 平成 27 年９月にタブレット端末９台が導入さ
れ、平成 29 年 10 月にタブレット端末 40 台が追
加導入された。今までの調べ学習中心から、動画
を撮ったり、発表で使ったりし、比較検討等の可
視化のツールとしても使用している。 

カ ＫＳＴ（久喜市ステップアップテスト）の活用 
 平成 29 年度より久喜市では、久喜市ステップアップテスト（ＫＳＴ）

を実施している。本校でも毎月実施し、生徒一人一人の「学力の現在地」
を把握し、教育活動の工夫改善を図るとともに、生徒が自分自身の学力
の伸びの状態を毎月確認することで、主体的な学びの伸長を図っている。 

キ 無言清掃の取組 
無言で清掃することによって、考える力すなわち、「次に何をすべきか」

「まだ汚れているところはないか」などと普段意識しなかったことが見
えたり、これまで気付かなかったことに気付いたりするということにつ
ながっている。 



３ 研究の成果と課題 

（１）成果 

  ア 質問紙・アンケート結果 
当てはまる  どちらかといえば､当てはまる  どちらかといえば､当てはまらない  当てはまらない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 時間 1 分以上  1 時間 1分以上 2時間以下  ３１分以上 1時間以下  30 分以下  やらない 

 

 

 

 

「アクティブ・ラーニング」の導入によって、全職員が高いモラールをも
ち、「考え、話し合い、学び合う学習」を意識した授業を継続することがで
きた。また、授業のスタンダードとして、「めあて・見通し」→「学び合い」
→「まとめ・振り返り」の流れが、全職員に浸透してきた。 

  イ 学力の結果(埼玉県学力･学習状況調査) 

  ①学力の伸び         ②県平均を上回った学年と教科の正答率 

 

③前年度より学力が伸びた割合 

 

 

 

記述式の正答率が高いことからも、思考力・判断力・表現力の高まりが見

られた。「考え､話し合い､学び合う学習」をとおして、「主体的・対話的で深
い学び」も実現でき、学力向上が図れた。 

（２）課題 

 ア 毎年職員が多く入れ替わり、「考え、話し合い、学び合う学習」の研究
内容の共通理解に時間がかかったり、温度差が生じたりし、その差が学
年や教科による成果の差につながっている。 

 イ 基礎的・基本的な学習内容の定着を図る取組と、「見方・考え方」を働
かせる「深い学び」の実現を図る取組とのよりよいバランスと効果的な
取組が難しい。 
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数学  埼玉県  

 2 年国語 3 年国語 3 年数学 

 全体 記述式 全体  記述式 全体 記述式 

鷲宮中 58.3 60.2 62.1 57.0 62.1 32.6 

埼玉県 55.6 52.1 61.7 57.4 59.1 29.3 

差 +2.7 +8.1 +0.4 -0.4 +3.0 +3.2 

 国語 数学 英語 

 1 年 2 年 3 年 1 年 2 年 3 年 3 年 

鷲宮中 71.2 62.4 66.3 78.6 55.4 83.7 94.2 

埼玉県 67.0 57.4 60.9 70.6 64.2 69.1 90.9 

生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深
めたり、広げたりすることができているか。(全国学調) 

47.7%

35.4%

32.4%

37.2%

45.2%

43.9%

12.8%

13.9%

17.3%
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鷲宮中

埼玉県

全国

授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、
資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していたか。(全国学調) 
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鷲宮中

埼玉県

全国

授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていた
か。 (全国学調) 
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鷲宮中

埼玉県

全国

授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行って
いたか。 (全国学調) 
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家庭学習は、毎日取り組んでいるか。 (学校独自アンケート) 
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１日(平日の平均)の家庭学習の時間はどのくらい
か。 (学校独自アンケート) 
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